
桜井市のまちづくりについて

平成２６年１２月２２日

桜井市



  

桜井市プロジェクト 位置図 

大神神社参道周辺地区 

近鉄大福駅周辺地区 

桜井駅周辺地区 

中和幹線粟殿近隣 

（医療・福祉・防災の新拠点施設）周辺地区 

長谷寺門前町周辺地区 

２ 



①中和幹線粟殿近隣（医療・福

祉・防災の新拠点施設）周辺

地区のまちづくり
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まちづくりのコンセプト

目指す将来ビジョン

基盤となる取り組み等

高齢者・子育て世代にやさしい、協働による福祉・医療・防災の拠点づくり

在宅医療充実、地域包括ケアシステム構築、子育て支援、広域消防化、

救急医療

【【【【拠点施設：総合庁舎跡地拠点施設：総合庁舎跡地拠点施設：総合庁舎跡地拠点施設：総合庁舎跡地】】】】

・市内各所に点在している「子育て」「健康」「医療・福祉ケア」の機能集約・連

携強化。妊娠・出産・育児の切れ目のない支援

・地域包括ケアの専門部署を設置し、地域包括ケア支援センター間をコーディ

ネート

・乳幼児保健の利便性向上、広いスペースを確保

・サイクリングターミナルを設置し、ならクル利用者によるにぎわいづくり

・山の辺の道ウォーキングの新しい起点とした観光案内機能

【【【【拠点施設：土木事務所跡地拠点施設：土木事務所跡地拠点施設：土木事務所跡地拠点施設：土木事務所跡地】】】】

・桜井消防署を機能移転し、奈良県中央部、東部の消防防災の拠点化

・休日応急診療所（総合庁舎跡地）の近接による救急医療連携の充実

【【【【周辺まちづくり周辺まちづくり周辺まちづくり周辺まちづくり】】】】

・歩道整備など利用者に優しい導線の確保

・市内サイクリング・ウォーキングルートの新設による健康づくり

・公園整備による子育て支援や健康づくり

・子どもの一時預かり機能の充実

4



②大神神社参道周辺地区

のまちづくり
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③近鉄大福駅周辺地区の

まちづくり
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■ 地域の現状

公共施設コミュニティ施設病院・診療所等高齢者介護施設等県営住宅隣接道路
中和幹線沿い地域

旧集落地域
桜井県営住宅新興住宅地域

新規開発団地

大福駅や中和幹線等からの徒歩圏内に、様々な世代・世帯が居住されているため、これらの地域を繋ぐこと及び地

域の拠点を整備することで、多様性のある地域住民の暮らしが持続的に継承可能

■ 具体的取り組み（案）

○コミュニティバス等により繋げることで、様々な世代の住民が自動車に依存しない、歩いて暮らせる街を形成

○地域内の路地も活かし、歩いて楽しい街をつくる仕掛けづくりについて地域と協力して取り組む

○高齢者の集いの場や地域交通、在宅介護等の拠点空間を創るため、県営住宅敷地を活用した拠点整備を検討

①地域交通の確保（検討区域～利便施設～市役所）
③地域の高齢者が安心して
暮らせる機能の整備

②魅力溢れる歩道空間
の演出（中和幹線～大福駅）



来年度以降の取り組み（案）

H27 H28 H29

地域再生計画

の策定

個別事業計画策定

（拠点整備基本計画）

個別事業計画策定

（市営住宅ストック活用計画）

個

別

協

定

締

結

県の取り組み

市の取り組み

基

本

協

定

締

結

包

括

協

定

締

結

地
域

再
生

方
針
の
策

定

・個別事業計画策定

（実施設計等）

・地域まちづくり事業の

試行的実施

（高齢者の見守り等）

・事業化検討

（地域交通計画等）



④桜井駅周辺地区の

まちづくり
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（地域特性）

• 桜井市の玄関口である桜井駅の南口エリア

• 民間まちづくり活動が盛んで、官民協働で地域の

未来を考える検討会（官民共同）も発足している

• 総合計画では、多世代居住戦略拠点、観光・産

業連携拠点として位置づけられている

平成３年の市街地再開発事業でオープンしたエルト桜井
（平成27年度の取り組みのイメージ）

• 現在行われている駅前まちづくり検

討会からの提言（H27中予定）を受け、

地域の現状を踏まえた上でまちづくり

構想として整理する

• まちづくりを考える上で市全体からの

視点は不可欠であるため、まちづくり

全体の基本方針作成を検討する

（来年度以降の取り組み）

地域のまちづ

くり基本構想

検討

基本構想を

より具体化

実現手法を

検討

桜井市全体の

まちづくり基

本方針検討

現状調査と

将来予測

まちづくり

地域戦略

検討

駅

前

地

区

市

全

体

包

括

協

定

締

結

H27 H28 H29

（目指すイメージ）

• 市の中心拠点区域として、地方都市リノベーショ

ン推進施設を再整備する地区。

• 既存ストックである駅前ビルなどを再生・利活用

し、子育て支援施設や教育文化施設を設置する

とともに、地域交流センター、商業施設も誘致、

併せて既存商店街の活性化を目指す。（子育て

支援、商店街活性化、賑わいの復活等）
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⑤長谷寺門前町周辺地区

のまちづくり

12



（地域特性）

• 市を代表する観光資源である長谷寺の

周辺を中心とした観光・産業連携拠点

• 定期的にまちづくり会合（民間主体）が

行われ、住民意識も高まりつつある

• 一方で人口減少率や高齢者比率が市

平均より大幅に高く、早急な対策が必

要

新しく始まったイベントも定期的（毎月１８日）に行われること

で、着実に固定客が増えている

（平成27年度の取り組みのイメージ）

• 当地域にはNPOやまちづくり会社も存

在し、景観まちづくりの会が定期的に会

合を行い、組織的には充実している

• 来年度は上記組織の役割を整理すると

ともに、地域の現状と過去に提出され

た提言書の内容を踏まえ、地域まちづ

くりの基本構想を検討する

まちづくり実施体制の整理・基本構想の検討 実現手法の検討 具体の事業に向けた合意形成初瀬地区

包

括

協

定

締

結

（来年度以降の取り組み）

H27 H28 H29

（目指すイメージ）

• 長谷寺を中心に観光振興を柱にまち興

しを図る地区

• 門前通りの活性化につながる施設整備

を行うとともに、地元NPOと連携し振興

施策の展開を図ることにより、地域活

性化を目指す。
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